
お知らせ

受
験
資
格　
①
令
和
３
年
４
月
１
日
以

降
に
高
校
あ
る
い
は
中
等
教
育
学
校
を

卒
業
し
た
人
、
ま
た
は
令
和
７
年
３
月

ま
で
に
卒
業
す
る
見
込
み
の
人

②
人
事
院
が
①
に
準
ず
る
と
認
め
る
人

試
験
の
程
度　
高
校
卒
業
程
度

受
験
申
し
込
み　
６
月
14
日（
金
）〜
26

日（
水
）に
人
事
院
の
専
用
ウ
ェ
ブ
サ
イ

ト
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
６
月
26
日
ま
で
に
申
し
込
み
デ
ー
タ

を
受
信
完
了
し
た
も
の
に
限
り
受
け
付

け
ま
す
。

第
１
次
試
験

試
験
日　
９
月
１
日（
日
）

場
所　
岡
山
市
ほ
か

試
験
種
目　
基
礎
能
力
試
験
・
適
性
試

験
・
作
文
試
験

第
１
次
試
験
合
格
発
表
日　
10
月
３
日

（
木
）

第
２
次
試
験

試
験
日　
10
月
９
日（
水
）〜
18
日（
金
）

の
間
で
指
定
す
る
１
日

場
所　
第
１
次
試
験
合
格
通
知
に
併
せ

て
通
知

試
験
種
目　
人
物
試
験
・
身
体
検
査

最
終
合
格
発
表
日　
11
月
12
日（
火
）

税
務
職
員
募
集（
国
税
庁
）

令
和
６
年
度
か
ら
森
林
環
境
税

（
国
税
）の
課
税
が
始
ま
り
ま
す

　
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
削
減
目
標
達
成

や
災
害
防
止
な
ど
を
図
る
た
め
、
森
林

整
備
な
ど
に
必
要
な
財
源
を
安
定
的
に

確
保
す
る
観
点
か
ら
創
設
さ
れ
た
国
税

で
す
。
市
町
村
が
個
人
住
民
税
と
併
せ

て
徴
収
し
ま
す
。
森
林
環
境
税
に
か
か

る
税
収
は
、
全
額
が
都
道
府
県
・
市
町

村
へ
譲
与
さ
れ
ま
す
。

納
税
義
務
者　
日
本
国
内
に
住
所
を
有

す
る
個
人（
た
だ
し
、
個
人
住
民
税
均

等
割
非
課
税
の
人
に
は
課
税
さ
れ
ま
せ

ん
）

税
額　
年
額
１
０
０
０
円（
個
人
住
民

税
均
等
割
と
併
せ
て
徴
収
さ
れ
ま
す
）

　
防
災
の
た
め
の
施
策
に
要
す
る
費
用

の
税
源
を
確
保
す
る
た
め
の
個
人
住

民
税
均
等
割
の
引
き
上
げ
措
置（
年
額

１
０
０
０
円
）が
令
和
５
年
度
に
終
了

し
た
た
め
、
令
和
６
年
度
か
ら
も
負
担

は
変
わ
り
ま
せ
ん
。

問
税
務
課
☎
21
‐
０
２
１
４

高
梁
市
文
学
選
奨
作
品
募
集

応
募
資
格　
市
内
に
在
住
、
通
学
・
通

勤
し
て
い
る
人

※
第
19
回（
令
和
５
年
度
）の
入
選
者
は

連
続
し
て
同
一
部
門
に
応
募
す
る
こ
と

が
で
き
ま
せ
ん
。（
佳
作
は
除
く
）

応
募
要
領

○
未
発
表
の
創
作
作
品
で
あ
る
こ
と
。

他
文
学
賞
な
ど
へ
の
応
募
作
品
、
同
人

誌
な
ど
で
の
発
表
作
品
は
不
可

○
小
説
・
随
筆
等
部
門
の
原
稿
は
Ａ
４

判
横
置
き
縦
書
き
４
０
０
字
詰
め
の
用

紙（
縦
20
字
×
横
20
行
）と
し
ま
す
。
小

説
は
30
枚
か
つ
１
２
０
０
０
字
以
内
、

随
筆
等
は
10
枚
か
つ
４
０
０
０
字
以
内

を
上
限
と
し
ま
す
。

一
般
・
高
校
・
大
学
生
の
部

①
小
説
・
随
筆
等　
②
詩

③
短
歌（
５
首
）       

④
俳
句（
５
句
）

⑤
川
柳（
５
句
）　　
⑥
童
謡
作
詞

小
・
中
学
生
の
部

①
詩　
　
　
　
　
②
短
歌（
３
首
）

③
俳
句（
３
句
）　
④
川
柳（
３
句
）

※
応
募
は
各
部
門
１
人
１
作
品
ま
で

（
複
数
部
門
へ
の
応
募
可
）

応
募
方
法　
原
稿
に
は
応
募
部
門
と
題
名

の
み
記
入
し
、
住
所
や
氏
名
な
ど
は
記
入
し

な
い
で
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
今
年
度
か
ら
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の
募
集
も
行
い
ま
す
。

〇
応
募
用
紙
の
場
合　
必
要
事
項
を
明

記
し
、
作
品
と
併
せ
て
、
郵
送
ま
た
は
手

渡
し
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
応
募
用
紙

は
社
会
教
育
課
な
ど
で
配
布
し
ま
す
。

応
募
先　
〶
７
１
６
‐
８
５
０
１（
住

所
不
要
）社
会
教
育
課
文
化
係

〇
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
場
合　
左
の
二

次
元
コ
ー
ド
ま
た
は
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
か
ら

応
募
フ
ォ
ー
ム
に
入
り
、
必
要
事
項
を
明
記

し
て
く
だ
さ
い
。
小
説
・
随
筆
等
、
詩
、
童

謡
作
詞
は
、
ワ
ー
ド
な
ど
で
作
成
し
添
付
し

て
く
だ
さ
い
。
そ
の
他
は
応
募
フ
ォ
ー
ム
に

作
品
を
直
接
入
力
し
て
く
だ
さ
い
。

賞
・
表
彰　
入
選
…
各
部
門
で
各
１
作

品
／
佳
作
…
全
体
で
20
作
品
程
度

　
表
彰
式
は
11
月
下
旬
ご
ろ
行
い
、
入

賞
者
に
賞
状
と
記
念
品
を
贈
呈
し
ま

す
。
入
賞
者
に
つ
い
て
は
広
報
紙
や
新

聞
な
ど
で
公
開
し
、
入
賞
作
品
は
作
品

集
「
高
梁
の
文
学
」
に
掲
載
し
ま
す
。

応
募
期
間　
６
月
３
日（
月
）〜
９
月
９

日（
月
）※
郵
送
の
場
合
は
当
日
消
印
有
効

問
社
会
教
育
課
☎
21
‐
１
５
１
６

問
広
島
国
税
局
総
務
部
人
事
第
二
課

試
験
研
修
係
☎
０
８
２
‐
２
２
１
‐

９
２
１
１
／
高
梁
税
務
署

☎
22
‐
２
５
４
６

応募フォームはこちら
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短
歌
短
歌  　
　
亡
き
母
の

　
　
亡
き
母
の  

歳
に
近
づ
き

歳
に
近
づ
き  

ひ
た
す
ら
に

ひ
た
す
ら
に  

思
う
は
ひ
と
つ

思
う
は
ひ
と
つ  

子
供
の
良
縁　
　

子
供
の
良
縁　
　
佐佐ささ

藤藤と
う
と
う
健健け
ん
け
ん
司司じじ

さ
ん（
落
合
町
近
似
）

さ
ん（
落
合
町
近
似
）

令
和
６
年
度
個
人
市
県
民
税
に

お
け
る
定
額
減
税
に
つ
い
て

　
令
和
６
年
分
の
所
得
税
お
よ
び
令
和

６
年
度
分
の
個
人
市
・
県
民
税
に
お
い

て
定
額
減
税
を
実
施
す
る
こ
と
が
決
定

さ
れ
ま
し
た
。

定
額
減
税
の
対
象
者

　
令
和
６
年
度
の
個
人
市
・
県
民
税
所

得
割
の
納
税
義
務
者
の
う
ち
、
前
年
の

合
計
所
得
金
額
が
１
８
０
５
万
円
以
下

の
人
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

（
注
）均
等
割
の
み
課
税
さ
れ
る
納
税
義

務
者
は
定
額
減
税
の
対
象
と
は
な
り
ま

せ
ん
。

定
額
減
税
額
の
算
出
方
法

　
納
税
義
務
者
本
人
お
よ
び
控
除
対
象

配
偶
者
・
扶
養
親
族
１
人
に
つ
き
、
令

和
６
年
度
分
の
個
人
市
県
民
税
１
万
円

が
減
税
さ
れ
ま
す
。
な
お
、
減
税
は
す

べ
て
の
税
額
控
除（
寄
附
金
税
額
控
除

や
住
宅
ロ
ー
ン
控
除
な
ど
）を
行
っ
た

後
の
所
得
割
額
か
ら
行
い
ま
す
。

（
注
）控
除
対
象
配
偶
者
お
よ
び
扶
養
親

族
の
算
定
に
お
い
て
、
国
外
居
住
者
は

対
象
か
ら
除
き
ま
す
。

（
注
）算
出
し
た
減
税
額
が
所
得
割
額
を

上
回
る
場
合
は
、
所
得
割
額
が
減
税
の

限
度
額
と
な
り
ま
す
。（
均
等
割
額
へ

の
減
税
の
適
用
は
で
き
ま
せ
ん
。）

定
額
減
税
の
税
額
控
除
の
方
法

　
給
与
か
ら
差
し
引
か
れ
る
人(

給
与

か
ら
の
特
別
徴
収)

の
場
合

給与から差し引かれる人給与から差し引かれる人
（給与からの特別徴収）の場合（給与からの特別徴収）の場合

　
定
額
減
税
を
控
除
し
た
あ
と
の
住
民

税
額
を
、
令
和
６
年
７
月
か
ら
令
和
７

年
５
月
ま
で
の
11
回
に
分
け
て
、
勤
務

先
の
給
与
か
ら
差
し
引
き
ま
す
。

（
注
）特
別
徴
収
税
額
の
決
定
・
変
更
通

知
書
は
、
定
額
減
税
の
対
象
か
否
か
に

か
か
わ
ら
ず
、
全
従
業
員
分
に
つ
い
て
、

例
年
通
り
５
月
中
旬
に
お
送
り
し
ま
す
。

（
注
）定
額
減
税
の
対
象
外
と
な
る
納
税

義
務
者
は
、
従
来
の
と
お
り
、
令
和
６

年
６
月
分
か
ら
徴
収
し
ま
す
。

※
個
人
で
納
め
る
人
、
年
金
か
ら
差
し
引
か

れ
る
人
の
控
除
の
方
法
は
、
来
月
号
で
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

問
税
務
課
☎
21
‐
０
２
１
４

高
梁
市
ふ
る
さ
と
回
帰
同
窓

会
開
催
助
成
金

　
市
内
の
同
じ
学
校
を
卒
業
し
た
人
同

士
が
集
う
同
窓
会
に
要
す
る
経
費
の
一

部
を
助
成
し
ま
す
。

　
関
係
人
口
創
出
の
た
め
の
ふ
る
さ
と

回
帰
の
き
っ
か
け
づ
く
り
と
し
て
、
将

来
的
な
移
住
定
住
の
促
進
、
新
た
な
出

会
い
の
機
会
の
創
出
を
目
的
と
し
ま

す
。

対
象

・
岡
山
県
内
に
お
い
て
10
人
以
上
の
出

席
で
開
催
さ
れ
る
同
窓
会
で
、
市
外
在

住
者
が
出
席
者
全
体
の
３
割
以
上
で
あ

る
こ
と

・
同
窓
会
の
出
席
者
に
対
し
て
、
市
が

行
う
施
策
や
ふ
る
さ
と
納
税
に
関
す
る

情
報
提
供
の
機
会
の
確
保
な
ど
へ
の
協

力
が
で
き
る
こ
と

対
象
金
額　
出
席
人
数
×
１
０
０
０
円　

（
上
限
５
万
円
）

問
住
も
う
よ
高
梁
推
進
課
☎
21
‐

０
２
８
２

フ
ァ
ミ
リ
ー
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス

教
室
の
生
徒
を
募
集

　
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
が
大
好
き
な
ス
タ
ッ

フ
が
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。
初
心
者
も
安

心
し
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

対
象　
小
学
生（
４
〜
６
年
生
）、
一
般

※
中
学
・
高
校
生
は
対
象
外
。

日
程　
６
月
６
日
〜
８
月
８
日
の
毎
週

木
曜
日（
全
10
回
）　
午
後
７
時
〜
９
時

場
所　
高
梁
運
動
公
園
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

参
加
料　
１
人
１
５
０
０
円（
保
険
料

含
む
）を
教
室
初
日
に
集
金
し
ま
す
。

申
し
込
み　
申
し
込
み
フ
ォ
ー
ム
ま
た

は
申
込
書
を
５
月
30
日（
木
）ま
で
に
ス

ポ
ー
ツ
振
興
課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。
な
お
、
申
込
書
は
提
出
先
に
備
え

て
い
ま
す
。

問
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

☎
21
‐
０
４
２
５

10令和６年（2024）５月

短
歌
短
歌  　
　
　
　
燕燕
つ
ば
く
ろ

つ
ば
く
ろのの  

飛
び
交
い
巡
る

飛
び
交
い
巡
る  

軒
の
下

軒
の
下  

無
事
の
子
育
て

無
事
の
子
育
て  

祈
る
ば
か
り　
　

祈
る
ば
か
り　
　
那那なな

須須すす

閑閑し
ず
し
ず
子子ここ

さ
ん（
成
羽
町
小
泉
）

さ
ん（
成
羽
町
小
泉
）


